
④
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ
の
形
成
に
向
け
て

１
　
都
心
部
活
性
化
へ
の
取
組

　
横
浜
の
都
心
部
は
、
港
を
囲
み
独
自

の
歴
史
や
文
化
を
有
す
る
と
同
時
に
、

全
国
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
都

市
デ
ザ
イ
ン
推
進
な
ど
の
結
果
、
魅
力

あ
る
都
市
空
間
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。

そ
し
て
中
華
街
な
ど
の
集
客
拠
点
の
存

在
な
ど
と
相
ま
っ
て
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
観
光
都
市
と
し
て
発
展
し
て

き
た
。

　
し
か
し
、
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
る

み
な
と
み
ら
い
2
1
開
発
の
お
く
れ
、
歴

史
的
建
築
物
の
減
少
、
都
心
部
に
お
け

る
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の
増
加
、
関
内
地

区
オ
フ
ィ
ス
の
空
洞
化
な
ど
横
浜
の
都

心
部
の
持
つ
求
心
力
が
失
わ
れ
る
可
能

性
が
生
じ
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
横
浜
の
都
心
部
を
活
性

化
す
る
た
め
、
平
成
1
4
年
1
1
月
「
文
化

芸
術
・
観
光
振
興
に
よ
る
都
心
部
活
性

化
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
（
委

員
長
は
北
沢
猛
東
京
大
学
助
教
授
・
横

浜
市
参
与
）
。
委
員
会
は
、
７
回
の
検

討
会
を
開
催
し
こ
の
度
提
言
を
と
り
ま

と
め
横
浜
市
長
に
提
出
さ
れ
た

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
y
o
k
o
h
a
m
a
.
j
p
/
m

e
/
k
e
i
e
i
/
s
e
i
s
a
k
u
/
b
u
n
k
a
g
e
i
j
u
t
u
/
t
e
i

g
e
n
s
h
o
.
p
d
f
）
。
こ
の
小
論
で
は
、
こ

の
提
言
の
概
要
を
紹
介
し
な
が
ら
今
後

横
浜
市
が
目
指
す
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
明

ら
か
に
し
た
い
。

２
　
横
浜
の
新
た
な
都
市
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
」

　
提
言
は
、
「
文
化
芸
術
創
造
都
市
―

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
・
ヨ
コ
ハ
マ

の
形
成
に
向
け
て
」
と
い
う
表
題
が
付

け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
都
心
部

の
活
性
化
を
通
し
て
市
全
体
を
牽
引
し

て
い
く
と
い
う
考
え
の
も
と
、
横
浜
の

新
た
な
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
を
「
文
化
芸
術

創
造
都
市
―
ク
リ
ェ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ

　
　
イ
・
ヨ
コ
ハ
マ
」
と
し
、
文
化
芸
術
を

　
　
柱
と
す
る
都
市
再
生
の
た
め
の
ビ
ジ
ョ

　
　
ン
が
提
案
さ
れ
た
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
都
市
の
活
力
の
源
泉

　
　
は
、
先
端
技
術
の
研
究
開
発
や
新
産
業

　
　
創
出
、
芸
術
創
造
や
コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ

　
　
ネ
ス
の
拡
大
な
ど
広
義
の
「
創
造
性
」

　
　
に
あ
る
と
考
え
、
こ
の
創
造
性
を
ま
ち

　
　
づ
く
り
の
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
に
据
え

　
　
る
。
特
に
、
創
造
性
を
も
っ
と
も
鮮
や

　
　
か
に
発
露
す
る
文
化
芸
術
に
注
目
し
、

　
　
帯
心
部
に
お
い
て
文
化
芸
術
活
動
を
活

　
　
発
化
さ
せ
る
こ
と
を
政
策
目
標
と
し
て

　
　
掲
げ
た
。

　
　
　
文
化
芸
術
に
着
目
し
た
の
は
、
そ
れ

　
　
が
、
人
々
に
感
動
を
与
え
る
と
同
時
に

　
　
新
た
な
価
値
観
を
生
み
出
し
、
人
々
の

　
　
新
た
な
関
係
を
構
築
す
る
な
ど
社
会
の

　
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
こ
と
、

　
　
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
を
含
む
文
化
芸
術
は

　
　
今
後
新
産
業
の
創
出
な
ど
経
済
を
牽
引

　
　
す
る
潜
在
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
文

　
　
化
芸
術
は
都
市
の
景
観
と
い
っ
た
ハ
ー

　
　
ド
面
で
の
都
市
の
魅
力
に
ソ
フ
ト
面
で

　
　
付
加
価
値
を
付
け
加
え
都
市
の
魅
力
を

　
　
増
大
さ
せ
る
、
と
い
っ
た
理
由
か
ら
で

　
　
あ
る
。

野
田
　
邦
弘

３
　
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
ア
ー

創
造
界
隈
」
の
形
成

　
こ
の
よ
う
な
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

に
向
け
た
基
本
的
方
向
と
平
成
1
6
年
度

か
ら
そ
れ
ら
を
具
体
化
す
る
た
め
の
戦

略
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
関
連
・
展
開

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
示
さ
れ
た
。

　
第
一
の
方
向
は
、
「
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
住
み
た
く
な
る

創
造
環
境
の
実
現
」
で
あ
る
。
都
心
部

に
よ
り
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ

エ
ー
タ
ー
が
居
住
し
、
創
作
活
動
を
行

い
な
が
ら
市
民
と
の
交
流
な
ど
社
会
参

加
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
心
部

の
文
化
的
経
済
的
活
力
を
増
加
す
る
こ

と
が
目
指
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

制
作
環
境
の
整
備
、
作
品
発
表
、
流
通

シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や

ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
市
民
の
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
社
会
参
加
の
促
進
が
重
要
で

あ
る
と
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
機
能
を
担
う
拠
点
と
し

て
「
ク
リ
ェ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
ア
ー
創
造

界
隈
」
を
み
な
と
み
ら
い
線
馬
車
道
駅

周
辺
を
想
定
し
、
こ
の
近
辺
に
残
る
歴

史
的
建
築
物
や
臨
海
部
の
倉
庫
な
ど
を

保
全
し
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ア
ト

リ
エ
や
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
さ
ら
に
は
オ
ー
ル
タ

ナ
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
再
生
し
創

造
拠
点
と
し
て
活
用
ず
る
こ
と
に
よ

り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ク
リ
エ
ー
タ
ー

の
多
く
活
動
す
る
エ
リ
ア
＝
ク
リ
ェ
イ

テ
ィ
ブ
コ
ア
を
形
成
す
る
こ
と
が
う
た

わ
れ
た
。

４
　
創
造
的
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
に
よ
る

　
　
経
済
活
性
化
―
映
像
文
化
都
市
の
形
成

　
第
二
の
方
向
は
、
「
創
造
的
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
の
形
成
に
よ
る
経
済
活
性

化
」
で
あ
る
。
創
造
的
産
業

(
C
r
e
a
t
i
v
e
　
I
n
d
u
s
t
r
i
e
s
)
と
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
プ
レ
ア
政
権
が
提
唱
し
た
も

の
で
、
広
告
、
建
築
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
、

芸
術
、
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
、
映
画
（
映
像
）
、
ビ
デ
オ
、
ゲ
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佐



ー
ム
、
音
楽
、
舞
台
芸
術
、
出
版
、
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
産
業
を
指
し
、

こ
れ
ら
の
産
業
は
他
の
産
業
に
比
べ
て

大
き
な
伸
び
を
示
し
て
お
り
、
今
後
の

経
済
を
牽
引
す
る
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
の

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る

※
①
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
２
０
０
1
年

の
創
造
的
産
業
の
事
業
所
数
は
1
7
万
６

千
、
従
業
者
数
は
１
８
７
万
８
千
人
と

な
っ
て
お
り
、
全
産
業
に
占
め
る
割
合

は
そ
れ
ぞ
れ
２
・
８
％
、
３
・
２
％
で

あ
る
。
１
９
９
６
年
と
比
較
す
る
と
、

全
産
業
で
は
事
業
所
数
で
５
・
５
ポ
イ

ン
ト
、
従
業
者
数
で
４
・
３
ポ
イ
ン
ト

の
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
の
に
対
し
、
創
造

的
産
業
で
は
、
事
業
所
数
で
３
・
８
ポ

イ
ン
ト
、
従
業
者
数
で
７
・
９
ポ
イ
ン

ト
の
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
分

野
の
事
業
規
模
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
※
②
。

　
こ
の
よ
う
に
今
後
成
長
が
期
待
さ
れ

る
創
造
的
産
業
の
集
積
を
図
る
こ
と
に

よ
り
創
造
的
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
を
都
心

部
に
形
成
し
、
文
化
芸
術
の
情
報
発
信

を
強
化
す
る
の
み
な
ら
ず
、
新
産
業
の

創
出
や
雇
用
の
確
保
な
ど
経
済
活
性
化

を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
政
策
目
標
を
具
体
化

す
る
施
策
が
「
映
像
文
化
都
市
」
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
映
像
文
化
関
連
施

設
・
映
像
演
劇
系
大
学
・
大
学
院
等
人

材
育
成
機
関
等
の
立
地
推
進
な
ど
中
核

機
能
立
地
の
推
進
、
劇
場
な
ど
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
機
能
集
積
に
よ
る
ブ
ロ

Ｉ
ド
ウ
ェ
ー
的
に
ぎ
わ
い
創
出
に
っ
い

て
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
Ｊ

ン
テ
ン
ツ
生
産
を
リ
ー
ド
し
、
関
連
需

要
を
生
み
出
す
映
画
、
ビ
デ
オ
、
Ｃ
Ｇ
、

ゲ
ー
ム
、
ア
ニ
メ
等
の
制
作
関
連
企
業

と
共
に
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
関
連
産
業

の
都
心
部
エ
リ
ア
へ
の
集
約
的
な
立
地

の
促
進
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
導
入
が
必
要
と
さ
れ

た
。
ま
た
、
Ｍ
Ｍ
2
1
地
区
に
お
け
る
開

発
ス
キ
ー
ム
の
見
直
し
、
土
地
の
処
分

方
式
の
見
直
し
、
暫
定
利
用
の
活
用
、

公
的
施
設
整
備
に
関
す
る
支
援
と
開
発

促
進
策
の
充
実
、
映
像
文
化
関
係
の
学

識
経
験
者
、
映
像
・
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業

界
、
国
や
関
係
機
関
で
組
織
す
る

「
（
仮
称
）
横
浜
映
像
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
設
置
も
提
言
さ
れ
た
。

①
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
ト
パ
ー
ク
構
想

　
第
三
の
方
向
は
、
臨
港
パ
ー
ク
か
ら

山
下
ふ
頭
ま
で
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン

ト
ゾ
ー
ン
を
対
象
と
し
、
国
際
的
な
文

化
観
光
交
流
拠
点
と
し
て
「
（
仮
称
）

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
ト
パ
ー
ク
」
を
整
備

し
、
世
界
に
向
け
た
横
浜
の
「
顔
」
を

形
作
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
中
核
的
整
備
エ
リ
ア
と
し
て
は
、
わ

が
国
開
国
と
横
浜
港
発
祥
の
地
で
あ
る

象
の
鼻
・
大
さ
ん
橋
基
部
と
山
下
ふ
頭

が
あ
げ
ら
れ
る
。
象
の
鼻
・
大
さ
ん
橋
基

部
に
つ
い
て
は
、
文
化
の
視
点
を
取
り

入
れ
た
開
港
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
と
し
て

国
と
連
携
し
つ
つ
、
多
く
の
市
民
が
共

感
で
き
る
ア
イ
デ
ア
を
国
際
コ
ン
ペ
な

ど
に
よ
り
広
く
募
る
世
界
に
誇
れ
る
魅

力
あ
る
エ
リ
ア
形
成
を
提
言
し
て
い
る
。

　
山
下
ふ
頭
地
区
に
っ
い
て
は
、
第
二

回
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
２
０
０
５

年
秋
）
の
開
催
が
同
ふ
頭
内
の
倉
庫
や

上
屋
を
活
用
し
て
開
催
す
る
こ
と
を
契

機
と
し
、
港
湾
物
流
の
将
来
見
通
し
、

倉
庫
の
多
目
的
活
用
や
機
能
転
換
の
可

能
性
を
踏
ま
え
た
、
将
来
的
な
上
地
利

用
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
化
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
う
た
わ
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
（
仮
称
）
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ア
ー
ト
パ
ー
ク
の
整
備
に
際
し
て

は
、
賑
わ
い
施
設
整
備
に
向
け
て
の
規

制
緩
和
や
民
間
活
力
の
導
入
、
国
へ
の

働
き
か
け
が
重
要
で
あ
る
こ
と
も
あ
わ

せ
て
提
言
さ
れ
た
。

②
実
現
に
向
け
た
推
進
方
策

　
こ
の
よ
う
な
ク
リ
ェ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ

ィ
・
ヨ
コ
ハ
マ
形
成
の
た
め
の
推
進
方

策
と
し
て
提
言
で
は
、
都
心
部
活
性
化

に
向
け
た
市
内
部
に
お
け
る
専
任
組
織

の
設
置
、
特
区
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
、
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
３

つ
が
提
言
さ
れ
た
。

　
専
任
組
織
の
設
置
と
い
う
の
は
、
こ

れ
ま
で
異
な
る
局
で
バ
ラ
バ
ラ
に
取
り

組
ま
れ
て
き
た
、
文
化
政
策
、
経
済
振

興
、
都
車
づ
く
り
と
い
っ
た
機
能
を
統

合
し
た
文
化
の
専
任
組
織
を
設
置
し
、

そ
こ
へ
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
民
間
人

を
登
用
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ

の
提
言
を
受
け
て
、
平
成
1
6
年
度
か
ら

「
文
化
芸
術
都
市
創
造
事
業
本
部
」
が

設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
・

ヨ
コ
ハ
マ
の
形
成
に
は
、
特
区
※
③
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

こ
と
も
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
述
べ

た
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
横
浜
独
自
の
規
制
緩
和
や
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
導
入
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
、
ま
た
、
横
浜
ら
し
い
景

観
・
街
並
み
ル
ー
ル
を
守
る
た
め
に
は

（
仮
）
関
内
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
（
共
通

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ド
）
と
い
っ
た
ま
ち
づ

く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
な
ど
が
求

め
ら
れ
る
と
し
た
。

　
実
現
に
向
け
た
推
進
方
策
と
し
て
提

言
で
は
、
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
の
連
携
も
う
た
わ
れ
た
。
文
化
芸
術

創
造
都
市
―
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ

ィ
・
ヨ
コ
ハ
マ
と
い
う
新
し
い
都
市
イ

メ
ー
ジ
の
戦
略
的
な
情
報
発
信
を
行

い
、
横
浜
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
と
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

際
、
日
米
交
流
１
５
０
年
（
２
０
０
４

年
）
、
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
２
０

０
５
年
、
２
０
０
８
年
）
※
④
、
開
港

１
５
０
周
年
（
２
０
０
９
年
）
な
ど
と

い
っ
た
歴
史
的
エ
ポ
ッ
ク
な
ど
を
活
用

計
画
的
な
取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
し
た
。

③
提
言
の
特
徴

　
今
回
の
提
言
に
お
い
て
新
し
い
視
点

と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
次
の
点
で
あ

る
。
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
都
市
開
発
に

お
い
て
は
企
業
・
機
関
の
誘
致
を
主
眼

と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
提
言
で
は
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
ー
タ
ー
等
を

横
浜
に
住
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
標
と

し
た
。
つ
ま
り
、
創
造
的
な
人
材
を
横

浜
に
集
め
よ
う
と
い
う
発
想
で
あ
る
。

ま
た
、
今
後
成
長
の
期
待
さ
れ
る
創
造

的
産
業
を
集
積
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が

強
調
さ
れ
た
。

　
第
二
に
、
文
化
政
策
を
市
民
の
文
化

的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
一
方
で
、
産
業
政

策
や
都
市
づ
く
り
と
い
っ
た
政
策
目
標

と
融
合
さ
せ
新
し
い
観
点
か
ら
文
化
政

策
を
と
ら
え
直
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ

の
形
成
は
、
市
主
導
で
行
う
の
で
な
は

な
く
、
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
「
民
の
力
」

で
進
め
る
べ
き
だ
と
し
た
。
そ
の
た
め

に
は
将
来
市
と
は
独
立
し
た
推
進
機
構

の
必
要
性
に
も
言
及
し
て
い
る
。
実
は
、

横
浜
市
で
は
文
化
芸
術
の
面
で
「
民
の

力
」
を
活
用
し
た
事
業
を
す
で
に
開
始

し
て
い
る
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
ア

の
先
導
的
事
業
と
し
て
、
北
仲
・
馬
車

道
地
区
の
旧
第
一
銀
行
と
旧
富
士
銀
行

の
２
つ
の
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
ビ
ル
を

平
成
1
6
、
1
7
年
度
の
２
年
間
に
わ
た
り

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
化
事
業
を
行
う

と
い
う
都
心
部
歴
史
的
建
築
物
文
化
芸

術
活
用
実
験
事
業
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ

の
事
業
を
担
う
団
体
を
公
募
し
た
結
果

「
B
a
n
k
A
R
T
　
1
9
2
9
」
と
い
う
団
体
※

⑤
が
決
ま
り
、
三
月
か
ら
事
業
を
開
始

し
た
。
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５
　
創
造
都
市
論
の
登
場

　
委
員
会
が
検
討
に
際
し
て
参
考
に
し

た
の
が
、
現
在
Ｅ
Ｕ
諸
都
市
で
注
目
さ

れ
て
い
る
「
創
造
都
市
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
コ
メ
デ
ィ
ア
」
代

表
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ン
ド
リ
ー
な
ど

に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
文
化
を
重

視
し
た
都
市
再
生
の
考
え
方
で
あ
る
。

製
造
業
の
衰
退
と
産
業
の
空
洞
化
な
ど

産
業
構
造
の
転
換
を
背
景
に
、
国
家
か

ら
自
立
し
て
都
市
の
個
性
を
発
揮
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
2
0
世
紀
型
の

重
厚
長
大
型
の
製
造
業
に
依
存
し
て
き

た
都
市
は
7
0
年
代
以
降
軒
並
み
経
済
が

衰
退
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
疲
弊
し
た
都

市
の
中
か
ら
文
化
を
軸
と
し
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
活
力
を
取
り
戻

し
、
都
市
再
生
を
果
た
し

た
事
例
が
8
0
年
代
以
降
紹

介
さ
れ
始
め
た
。
そ
こ
で

は
、
芸
術
や
文
化
が
持
つ

創
造
性
を
活
か
し
て
社
会

の
持
つ
潜
在
力
を
引
き
出

す
こ
と
に
よ
り
都
市
問
題

へ
の
革
新
的
な
解
決
法
を

適
用
し
た
り
、
都
市
の
新

し
い
価
値
や
魅
力
の
創
造

を
目
指
し
た
都
市
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。

　
創
造
都
市
論
で
は
、
都

市
の
再
生
に
と
っ
て
人
的

資
源
こ
そ
が
最
も
重
要
な

要
素
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
る
。
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
の
リ

チ
ヤ
ー
ド
・
フ
ロ
リ
ダ
は
「
創
造
階
級

の
台
頭
」
※
⑥
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
の

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
」
（
創
造

的
な
職
業
従
事
者
）
は
推
定
で
４
、
０

０
０
万
人
程
度
で
、
こ
れ
は
仕
事
を
も

つ
人
の
3
0
％
以
上
と
な
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
彼
ら
が
下
す
選
択
は
巨
大

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
経
済
に
与
え
は
じ
め

て
お
り
、
将
来
的
に
は
彼
ら
に
よ
っ
て

都
市
の
繁
栄
度
ま
で
が
決
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
そ
う
だ
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
創
造
的
職
業
の
人
々
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
都
市
こ
そ
が
、
繁
栄
す
る

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
創
造
環
境
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ミ
リ

ュ
ー
）
の
整
備
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
ま
た
、
創
造
都
市
論
で
は
、
都
市
の

BankART1929 ＹＯＫＯＨＡＭＡ（旧第一銀行）

歴
史
や
記
憶
を
伝
え
る
建
築
物
な
ど
歴

史
的
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
重
視
す
る
。
近

代
産
業
遺
構
と
し
て
の
都
市
資
源
を
文

化
施
設
な
ど
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
オ
ー

ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス
の
最
近
の
成

功
事
例
と
し
て
は
、
リ
ュ
ユ
ニ
ッ
ク

（
ナ
ン
ト
、
元
お
菓
子
工
場
）
、
テ
ー
ト

モ
ダ
ン
美
術
館
（
ロ
ン
ド
ン
、
元
発
電

所
）
、
ケ
ー
ブ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
（
ヘ

ル
シ
ン
キ
、
元
ノ
キ
ア
の
工
場
）
な
ど

で
あ
る
。

　
本
提
言
に
沿
っ
た
施
策
を
実
行
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ

イ
・
ヨ
コ
ハ
マ
が
形
成
さ
れ
、
文
化
芸

術
分
野
に
お
け
る
先
進
都
市
と
し
て
横

浜
が
そ
の
名
を
世
界
に
と
ど
ろ
か
せ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

BankART1929馬車道（旧富士銀行）

※①イギリス文化、スポーツ、メディア省による

※②吉本光宏「創造的産業群の潮流―わが国の現状

とさらなる振興に向けて―」（ニッセイ基礎研

REPORT2003.11）

※④横浜トリエンナーレは、2001年にスタートした。

第２回は、本来なら2004年の開催となるが、準備に

時間を要したため2005年の開催となる。

※⑤横浜STスポットとYCCCプロジェクトの２つの

団体が合体して「BankART 1929」を構成した。

※③横浜市は国に対して「文化芸術創造交流特区」

としていくつかの提案を行い、そのうち演劇など芸

能に携わる子役の夜間就労時間制限の延長が全国実

施として認められた。

※⑥Richard Florida“The Rise of Creative Class"

2002
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